


3 かとり市議会だより No.48 2かとり市議会だより No.48

高
校
生

市
議
会

to

市
内
に
あ
る
高
校
４
校
を
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
。高
校
生
の
本

音
に
迫
り
ま
す
。第
３
回
は
、生
徒
一
人
一
人
の
進
路
や
興
味

に
合
わ
せ
て
、学
習
科
目
を
選
ぶ
こ
と
の
で
き
る
単
位
制
を
導

入
し
て
い
る
県
立
佐
原
白
楊
高
等
学
校
を
訪
問
。市
民
も
共
に

学
べ
る
聴
講
講
座
の
授
業
で
、世
代
を
超
え
て
市
民
と
楽
し
く

学
ぶ
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

学校の魅力は？ その科目を選んだ理由は？ 受講しての感想は？ 第3回　佐原白楊高等学校かとり自慢の逸品は？
18歳選挙権について 市議会の活動内容を知ってる？ 市議会へアドバイス!

Q A&
高校生の本音時間

●1  他の学校では経験できな
いことができることです。／●2 
将来の夢が接客に携わる仕事
のため、役に立つと思い決めま
した。／●3 講師が韓国人の方
で、とても明るく、韓国の文化を
わかりやすく教えてくれます。／●4 佐原の大祭！／
●5 選挙について授業では学んでいても、あまり関係な
いと思っていましたが、政治について深く理解したいと
いう意識に変わりました。／●6 市の政治に関わってい
ると理解しています。市民と接する機会を増やしたほう
が良いと思います。

黒田美季さん（3年/長島）
くろ だ み  き

履修科目　韓国語 将
来
の
夢
★
レ
ス
ト
ラ
ン
の

　
　
　
　
　
　 

接
客
業

●1 単位制なので、自分の進路
に合わせて学べるところです。／
●2 中国から来日されている方
が多いので、中国語が話せれば
困っている時などに助けられる
と思ったからです。／●3 会話
ができるよう発音を大切に学んでいます。／●4 伊能忠
敬とさつまいも！／●5 誰に投票していいのかわから
ず、周りの意見に流されてしまう不安があります。／●6 
市議会だよりを読んだことがないので、高校生向けの
議会広報誌を作れば議会をわかってもらえるきっかけ
になると思います。

泉 百夏さん（3年/神栖市）
いずみ もも か

履修科目　中国語 将
来
の
夢
★
人
の
役
に

立
て
る
仕
事
に
就
き
た
い

●1 単位制と駅から近いという
立地条件です。／●2 これから
の生活の役に立てばと思い選び
ました。／●3コミュニケーショ
ンで使える中国語が身に付きま
す。／●4 ロケ地にもなってい
る歴史的町並み！／●5 若い世代の投票率が下がって
いたので、18歳に引き下げられたことで投票率が上が
り、若い人の意見が取り入れられていくと思います。／
●6 公共施設の建設等を議論しているイメージ程度な
ので、議会としてイベントをやるなどのPRが必要だと思
います。医師不足対策など地域医療の充実を望みます。

松沢翔名さん（3年/神栖市）
まつざわ しょうな

履修科目　中国語 将
来
の
夢
★
日
本
の
み
な
ら
ず

海
外
で
渡
り
合
え
る
人

●1 生徒と先生の仲が良いこと
から信頼関係が強い学校です。
／●2  小学生の時に陶芸を体
験し楽しかったためです。／●3 
作品作りは一人の作業のため集
中できます。物を作る喜びを感
じられました。／●4 栗源地区に母の実家があるため、
さつまいも！／●5 多くの世代の意見が取り入れられ、
よかったと思います。／●6 市議会だよりに知り合いが
登場していれば読むと思います。議員が学校へ来て、活
動内容を教えてほしいです。

酒井衿奈さん（3年/下小堀）
さか い えり な

履修科目　陶芸 将
来
の
夢
★
人
の
た
め
に

役
立
つ
人
に
な
り
た
い

●1  単位制で自分の好きな科
目を選べるなど、自由度が高い
ところです。／●2 陶芸を深く
知りたいと思いました。／●3 
1日で作ることもありますが、何
日もかけて大作にチャレンジす
るなど打ち込むことができ、集中力が高まりました。／
●4 歴史的な佐原の町並み！／●5 高校生という立場
の自分たちも政治に関われるため良いと思います。／
●6 他市に魅力を感じ就職を機に市外へ出ますが、魅
力ある香取に期待します。

加藤大地さん（3年/長島）
か とうだい ち

履修科目　陶芸 将
来
の
夢
★
消
防
士

●1 生徒がみな明るく、思いや
りがあるところです。／●2  体
を動かすことが好きで、エアロ
ビは楽しく運動できるからで
す。／●3 楽しく踊って、曲を体
で表現するため、表現力が身に
付きました。／●4 うちが農家なのでお米！／●5 高校
生の時から政治に関心を持てるようになりました。／
●6 市民の声を聞いて、市を良くするために活動してい
ると思いますが、議員が学校などで直接話をしてくれる
と議会が身近なものになると思います。市の魅力を発信
して、若者が市に残るようにしてほしいです。

高塚佑樹さん（3年/扇島）
たかつか ゆう  き

履修科目　エアロビクス 将
来
の
夢
★
自
衛
官

●1 先輩と後輩の仲が良いとこ
ろです。／●2 体を動かすこと
が好きで、文化祭で先輩たちの
エアロビ発表を見て、楽しそう
と思ったからです。／●3 自ら
考えて踊ることで自己表現の楽
しさを学びました。／●4 佐原の大祭！／●5 若い世代
の意見が反映されて良いと思います。／●6 以前、中学
生議会に参加したことで、議員の活動がどのようなもの
なのかはわかりましたが、高校生を対象とした模擬議会
をやることで、議員活動への理解が深まると思います。

大堀梨緒さん（3年/佐原ロ）
おおほり り　お

履修科目　エアロビクス 将
来
の
夢
★
看
護
師

●1 単位制のため、行きたい大
学や就職先に合わせて学習でき
ることです。／●2 語学が得意
なので、将来の夢のためにも選
びました。／●3 会話を重視し
た講座で役立ちます。／●4 さ
つまいも。地元の手作りジェラートもおすすめ！／●5 
社会に出る前に政治に関われるので、良いことだと思い
ます。／●6 高校生が登場する市議会だよりは同世代
の意見で自分に近いため、いいなと思いました。市議会
だよりが手元に届かない生徒もいるので、学校に設置し
たり、新聞の形態にして掲示するのもいいと思います。

高岡玲奈さん（3年/新里）
たかおかれい  な

履修科目　韓国語 将
来
の
夢
★
世
界
中
の
人
と

交
流
で
き
る
多
彩
な
人

●1 選択制の授業のためクラス
メイト以外に友人も増えます。／
●2 他の学校にない珍しい科目
であり、伝統の音楽に触れてみ
たいと思いました。／●4 香取
市ならではの景観である小江戸
の町並み！／●5 自ら投票することで意見を伝えること
ができ、自分の意見が反映されると感じました。／●6 中
学生議会へ参加した経験から地域の問題や課題を扱っ
ていると理解しています。市議会だよりは写真も多くなっ
て読みやすくなったとは思いますが、高校生の認知度は
低いため、情報発信にSNS等を活用してみては。

木内優李さん（3年/小見川）
き うちゆう  り

履修科目　雅楽 将
来
の
夢
★
音
楽・情
報
関
係

●1 自分のやりたい授業を選べ、
いろいろな人と交流できます。／
●2 吹奏楽部なので音楽が好き
です。珍しいため挑戦してみた
かったためです。／●4 佐原の大
祭！通学するようになって一番す
ごいと思いました。／●5 若い人の意見が反映されるため、
良いことだと思います。／●6 こういった取材を機会に知っ
ていきたいと思います。 自転車通学している際クラクション
を鳴らされることがあるため、自転車専用道路の必要性を
感じますが、それを伝える手段や、議会の活動内容など、出
前講座等で情報提供を積極的にしてほしいです。

鈴木菜々花さん（3年/成田市）
すず  き な　な　か

履修科目　雅楽 将
来
の
夢
★
看
護
師
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こんなことが
決まりました！

　

平
成
29
年
12
月
定
例
会
を

11
月
27
日
か
ら
12
月
15
日
ま

で
の
19
日
間
に
わ
た
り
開
催

し
ま
し
た
。平
成
29
年
度
補

正
予
算
、条
例
の
制
定
お
よ

び
一
部
改
正
、工
事
請
負
契
約

締
結
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

審
議
結
果
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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12月
定例会

市
長
提
出
議
案

件
13

議
員
発
議
案

件
1

件

計

14

■
審
議
さ
れ
た
議
案

QA

対
象
と
な
る
補
助
金
や
合
併
特
例
債
等
の
充

当
額
が
明
確
に
算
定
・
区
分
で
き
る
の
か
。

各
年
度
の
対
象
事
業
費
の
合
計
に
よ
り
、当

該
年
度
の
補
助
金
や
起
債
額
が
決
ま
り
ま
す

が
、按
分
に
よ
る
算
定
は
可
能
で
す
。ま
た
、補
助
対

象
事
業
費
の
う
ち
起
債
対
象
と
な
る
経
費
に
は
合
併

特
例
債
を
充
当
で
き
ま
す
の
で
、お
お
む
ね
事
業
の
全

体
が
そ
れ
ら
の
対
象
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
際
の
市
民
負
担
額
が
わ
か
り
に
く
い
状
況

で
あ
る
。
事
業
費
に
つ
い
て
、
補
助
さ
れ
る

額
や
市
民
が
負
担
す
る
額
等
の
内
訳
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
も
ら
え
る
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

QA

道
路
橋
り
ょ
う
費
に

７
２
３
２
万
３
千
円
を

追
加
計
上

◯
議
案
第
１
号

　

平
成
29
年
度
香
取
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

12月定例会 審議結果

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｋ 

Ｕ
Ｐ 

❶

栗
源
児
童
ク
ラ
ブ
を
栗
源
市
民
セ

ン
タ
ー
か
ら
栗
源
小
学
校
敷
地

内
に
移
転
す
る
た
め
、位
置
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

小
学
校
と
児
童
ク
ラ
ブ
の
間
に
フ
ェ
ン

ス
の
よ
う
な
仕
切
り
は
あ
る
の
か
。ま

た
、こ
れ
ま
で
屋
外
で
遊
ぶ
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、栗
源
小
学
校
内
の
遊
具
は
使
用
で

き
る
の
か
。

仕
切
り
は
な
く
、自
由
に
行
き
来
で
き

ま
す
。遊
具
の
使
用
は
、学
校
側
と
の
協

議
が
必
要
で
す
が
、使
用
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

QA 栗
源
児
童
ク
ラ
ブ
を

栗
源
小
学
校
内
に

移
転

◯
議
案
第
３
号

　

香
取
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｋ 

Ｕ
Ｐ 

❷

橘
ふ
れ
あ
い
公
園

  

交
流
館
の
建
設

工
事
請
負
契
約
を

議
決

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｋ 

Ｕ
Ｐ 

❸

一
般
競
争
入
札
を
行
っ
た
結
果
、

５
億
８
５
３
６
万
円
で
落
札
さ
れ

た
の
で
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
の

た
め
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

,

審
議
結
果議案名等 ▼

可決

可決

木
内 

誠

宇
井 

正
一

根
本 

太
左
衛
門

平
松
大 

建
明

河
野 

節
子

林 

幸
安

坂
本 

洋
子

伊
藤 

友
則

坂
部 

勝
義

伊
能 

敏
雄

眞
本 

丈
夫

高
岡 

正
剛

田
山 

一
夫

林 

信
行

久
保
木 

宗
一

高
木 

寛

高
木 

典
六

鈴
木 

聖
二

田
代 

一
男

平
野 

和
伯

小
野 

勝
正

久
保
木 

清
司

※議長（眞本丈夫議員）は、採決に加わりません。　※議案番号右の（　　）は、審査を付託した委員会名です。　※採決で賛否が分かれた議案のみ掲載しています。

全会一致の議案等審査結果

議員別の採決結果一覧

議案第1号・11号　一般会計補正予算
議案第2号　条例制定（歯と口腔の健康づくり）
議案第3号・4号・13号　条例改正
　　　　　　　　　　（放課後児童クラブ・水道事業・職員給与）
議案第6号　工事請負契約の締結（橘ふれあい公園建築工事）
議案第7号　市道路線の認定・廃止
発議案第1号　条例制定を求める意見書（土地埋立てによる土壌汚染防止）

議案第5号（福祉教育）

議案第12号（-）

議案第8号～10号
専決処分
（一般会計・
特別会計補正予算）

全会
一致で
可決

全会
一致で
承認

議案名の詳細は
ホームページをご覧ください。

破
損
の
原
因
者
が
特
定
さ
れ
る
道
路

を
市
が
補
修
す
る
こ
と
に
住
民
感
情

と
し
て
疑
問
は
残
る
が
、地
域
住
民
の
生
活
道
路

の
補
修
は
必
須
と
考
え
、市
の
負
担
で
補
修
し
、今

後
は
事
業
者
と
費
用
負
担
に
つ
い
て
交
渉
し
な
が

ら
再
発
防
止
対
策
等
も
検
討
す
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
た
め
、賛
成
す
る
。

討
論

※議案名は要約して掲載しています。

○：賛成　×：反対

◯
議
案
第
６
号

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
（
橘
ふ
れ
あ
い
公
園（
仮
称
）交
流
館
建
設
工
事（
建
築
工
事
））

◯

×

◯◯◯◯

×

◯◯◯－◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

◯

×

◯◯◯◯

×

◯◯◯－◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

,
大
角
地
先
の
道
路
維
持
費
な
ど
に

2
２
5
1
万
円
を
追
加
し
た
ほ
か
、

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
工
事
の
設
計
見

直
し
に
よ
り
、
道
路
新
設
改
良
費

4
9
8
1
万
３
千
円
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

,,

香取市行政手続における特定の
個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号
の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

香取市特別職の職員の給与並び
に旅費及び費用弁償に関する条
例等の一部を改正する条例の制
定について

お
お
と
が
り

意
見 （仮称）

大
角
地
先
の
市
道
補
修
は
、破
損
の
原
因

者
に
補
修
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

こ
の
道
路
は
大
型
車
両
の
通
行
を
規
制
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、車
両
の
特
定
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。そ
の
た
め
、市
の
管
理
責
任
に
お

い
て
補
修
し
て
い
ま
す
。





聘
は
、千
葉
大
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
医
局
へ
の
医

師
派
遣
の
要
請
、臨
床
研
修
、レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
に

よ
る
若
手
医
師
の
確
保
・
育
成
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

医
学
系
雑
誌
等
に
よ
る
募
集
、民
間
人
材
紹
介
会

社
の
利
用
な
ど
で
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

就
学
援
助
制
度
は
、国
の
示
す
項
目
は
全

て
支
給
を
。

学
校
ご
と
に
使
用
目
的
が
異
な
る
生
徒
会

費
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
は
支
給
し
て
い
ま
せ
ん

が
、近
隣
の
動
向
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

給
付
型
奨
学
金
の
創
設
を
。

奨
学
金
運
営
基
金
の
財
源
問
題
も
あ
り
、

現
在
、給
付
型
の
導
入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
貧
困
は
、将
来
に
わ
た
っ
て
連
鎖

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。解
消
の
た
め
の
生

活
支
援
、学
習
支
援
に
よ
る「
子
ど
も
食
堂
」「
無
料

塾
」な
ど
の
対
応
策
は
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、居
場
所
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

「
高
す
ぎ
て
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
国
保

税
」。保
険
税
率
、賦
課
方
式
の
見
直
し
で

引
き
下
げ
を
強
く
求
め
る
。

安
定
し
た
財
源
確
保
が
で
き
る
保
険
税
率

を
定
め
る
た
め
、賦
課
方
式
の
見
直
し
を
含

め
て
、県
か
ら
示
さ
れ
る
国
保
事
業
費
納
付
金
額

と
他
の
自
治
体
を
参
考
に
、検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
に
広
島
、長
崎
の
平
和
式
典
へ

の
参
加
を
。

ま
ず
は
教
育
の
場
で
平
和
に
つ
い
て
の
教

育
を
継
続
し
て
い
く
べ
き
と
思
い
ま
す
。

改
定
作
業
中
の
千
葉
県
保
健
医
療
計
画
で

県
立
佐
原
病
院
の
あ
り
方
の
検
討
と
耐
震

改
修
の
進
捗
状
況
は
。

県
立
佐
原
病
院
の
担
う
役
割
は
検
討
中
と

の
こ
と
で
、平
成
30
年
１
月
に
開
催
さ
れ
る

千
葉
県
医
療
審
議
会
に
提
出
さ
れ
る
千
葉
県
保
健

医
療
計
画
試
案
で
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。耐
震
改

修
は
、耐
震
補
強
概
略
計
画
を
策
定
中
と
の
こ
と

で
、平
成
30
年
度
以
降
、実
施
設
計
を
行
い
、可
能

な
限
り
早
期
に
改
修
を
実
施
し
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。「

将
来
に
渡
っ
て
医
師
の
確
保
」と
の
県
の

回
答
を
担
保
に
医
師
の
招
聘
を
強
く
要
望

し
て
ほ
し
い
。医
師
数
の
現
状
と
医
師
招
聘
の
対

策
は
。

平
成
29
年
11
月
１
日
現
在
の
医
師
数
は
、

４
月
か
ら
１
人
増
の
16
人
で
す
。医
師
の
招

危
機
管
理
の
主
な
範
囲
に
、地
震
、風
水
害
、

火
山
災
害
等
の
大
規
模
自
然
災
害
、航
空

機
、海
上
、鉄
道
、道
路
、危
険
物
等
の
重
大
事
故
、

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
、大
量
殺
り
く
型
テ
ロ
、重
要
施
設

テ
ロ
、不
審
船
等
の
重
大
事
件
、武
力
攻
撃
事
態
が

あ
る
。常
総
市
で
は
鬼
怒
川
の
堤
防
決
壊
に
よ
り

大
き
な
水
害
が
起
き
た
。そ
こ
で
災
害
に
対
し
、市

の
取
り
組
ん
で
き
た
政
策
に
は
、ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。

市
防
災
行
政
の
根
幹
を
な
す「
香
取
市
地

域
防
災
計
画
」は
、被
害
を
最
小
化
す
る
減

災
の
考
え
を
基
本
に
、命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

し
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
香
取
市
水
防
計
画
」を
策
定
し
、国
・
県
、消
防
、そ

の
他
の
機
関
と
連
携
を
図
り
、河
川
氾
濫
を
警
戒
・

防
御
し
、被
害
の
最
小
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
29
年
２
月
に
は
、潮
来
市
、稲
敷
市
、神
栖
市

と
大
規
模
水
害
時
に
お
け
る
広
域
避
難
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、利
根
川
お
よ

び
霞
ケ
浦
の
氾
濫
に
対
し
て
人
命
を
最
優
先
し
、

４
市
で
連
携
し
た
広
域
避
難
を
可
能
と
す
る
も
の

で
す
。

防
災
減
災
へ
の
取
り
組
み
は
、ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
か
。近
隣
３
市
と
の
広
域
避

難
連
携
協
定
を
結
ん
で
の
実
態
は
。

河
川
流
域
の
防
災
対
策
の
強
化
と
逃
げ
遅

れ
ゼ
ロ
、社
会
経
済
被
害
の
最
小
化
と
い
う

目
標
に
向
け
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
整
備
、継
続
的

な
水
防
訓
練
の
実
施
等
を
含
む
水
防
体
制
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。広
域
避
難
連
携
協
定
締

結
後
の
協
議
事
項
は
、情
報
伝
達
手
段
や
避
難
情

報
等
の
伝
達
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、共
同
利
用
を
可
能
と

す
る
避
難
場
所
の
設
定
で
す
。今
後
は
、設
定
避
難

場
所
や
避
難
経
路
の
現
地
確
認
等
を
予
定
し
て
い

ま
す
。ま
た
、訓
練
等
の
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
へ
の
対
応
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
広
報
か
と
り
７
月

号
で
、対
応
要
領
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

ま
た
、対
応
要
領
を
徹
底
す
る
た
め
に
、訓
練
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業
務
継
続
計
画
）を
ど
う
思
う
か
。

危
機
管
理
体
制
は
。

香
取
市
地
域
防
災
計
画
等
で
、お
お
む
ね

必
要
な
要
素
は
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今

後
は
、訓
練
等
を
通
じ
た
検
証
を
行
い
、よ
り
多
く

の
業
務
が
継
続
で
き
る
計
画
と
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

防
災
士
の
育
成
と
防
災
研
修
の
実
施
は
。

専
門
の
危
機
管
理
監
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。

自
主
防
災
組
織
に
防
災
士
の
有
資
格
者
を

配
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後
は
、

防
災
士
の
育
成
や
研
修
会
の
実
施
に
つ
い
て
工
夫

し
な
が
ら
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
連
で
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択
と
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ア
イ
キ
ャ
ン
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
を
ど
う
認
識
し
、平
和
行
政
を
進
め
る
か
。

外
交
や
安
全
保
障
に
関
連
す
る
分
野
は
国

が
担
う
も
の
で
あ
り
、そ
の
動
向
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。市
と
し
て
は
、今
後
も

戦
争
の
な
い
平
和
で
安
全
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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い のう　 とし お

伊能 敏雄議員

大
災
害
発
生
時
の

危
機
管
理
体
制
は
大
丈
夫
か

非
核
平
和
都
市
宣
言
を
基
に

平
和
行
政
の
推
進
を

さか もと  よう こ

坂本 洋子議員
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毎年7月に実施されている原水爆禁止国民平和大行進（市役所）

東日本大震災時に行われた自衛隊の給水支援（市役所）



黒
部
川
は
県
香
取
土
木
事
務
所
の
管
理
で

あ
る
た
め
、災
害
時
の
管
理
用
通
路
の
確

保
、堤
防
異
常
等
の
早
期
発
見
の
た
め
に
除
草
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。こ
の
辺
り
は
、散
歩
な
ど

の
コ
ー
ス
と
し
て
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、関
係
機
関
、団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

野
田
松
林
寺
前
お
よ
び
さ
く
ら
館
前
と
八

日
市
場
地
先
市
道
の
排
水
対
策
は
。

比
較
的
平
坦
な
市
街
地
で
あ
る
た
め
、合

併
前
か
ら
た
び
た
び
冠
水
被
害
が
あ
り
ま

し
た
が
、排
水
機
場
等
の
整
備
に
よ
り
、大
雨
時
で

も
黒
部
川
、小
堀
川
へ
円
滑
に
内
水
の
排
除
が
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、近
年
の
ゲ
リ

ラ
豪
雨
に
よ
り
被
害
が
出
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
に
、冠
水
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

香
取
神
宮
・
津
宮
街
道（
又
見
地
区
）は
、式

年
神
幸
祭
お
よ
び
小
江
戸
マ
ラ
ソ
ン
の
経
路

で
あ
る
。破
損
し
て
い
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
修
繕
は
。

歩
行
者
の
安
全
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

要
望
が
あ
り
ま
す
。地
元
自
治
会
長
と
相

談
の
上
、検
討
し
て
い
き
ま
す
。

状
況
に
応
じ
て
、計
画
的
な
修
繕
・
管
理
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

小
見
川
第
２
浄
水
場
下
の
老
朽
化
し
た
桜

と
そ
の
木
に
つ
い
て
い
る
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

の
除
去
は
。

現
在
の
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
は
原
型
を
と
ど

め
ず
、ス
ズ
メ
バ
チ
も
確
認
で
き
な
い
こ
と
、

ま
た
、桜
の
木
も
枯
れ
て
い
な
い
た
め
、通
常
の
公

園
管
理
計
画
の
中
で
、必
要
に
応
じ
て
対
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

忠
霊
塔
周
辺
の
繁
茂
し
た
木
々
の
伐
採
は
。

従
来
か
ら
地
元
遺
族
会
が
自
主
的
に
管
理

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。遺
族
会
担

当
課
と
協
議
し
、対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

黒
部
川
は
、城
山
公
園
と
と
も
に
、小
見
川

地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、市
民
の
憩
い
の

場
で
あ
る
。し
か
し
、近
年
、Ｊ
Ｒ
鉄
橋
か
ら
上
流

の
桜
の
老
朽
化
や
雑
草
の
繁
茂
で
、周
辺
環
境
が

悪
化
し
て
い
る
。保
全
対
策
は
。

急
激
な
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
認
知
症
の

増
加
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

市
で
は
、
平
成
37
年
度
の
人
口
を
６
万

９　
５
０
７
人
、高
齢
化
率
は
38
％
と
推
計

し
て
い
ま
す
。住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮

ら
す
た
め
に
、認
知
症
に
関
す
る
知
識
の
普
及
や

情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、関
係
機
関
と
連
携

し
た
相
談
体
制
の
整
備
等
、認
知
症
支
援
対
策
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」の
創
設

状
況
は
ど
う
か
。

平
成
29
年
度
中
に
設
置
予
定
で
す
。

認
知
症
の
人
々
が
集
い
、思
い
を
率
直
に
語

り
合
う「
本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」の
開
催
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、見
解
は
ど
う
か
。

現
在
、本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
開
催
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、認
知
症
カ
フ
ェ
へ
の
参
加
を
勧
め
、

話
し
合
え
る
場
と
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
用

率
が
５
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

公
共
施
設
や
民
間
施
設
等
、多
く
の
場
所
に

設
置
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、現
場
付
近
に

未
設
置
だ
っ
た
と
い
う
要
因
や
使
用
に
関
す
る
知

識
不
足
か
ら
使
用
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
と
い
う

人
が
非
常
に
多
い
と
い
う
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
の
周
知
は
ど
う
か
。

佐
原
消
防
署
お
よ
び
小
見
川
消
防
署
を
会

場
に
毎
月
第
２
日
曜
日
に
普
通
救
命
講
習

を
行
っ
て
お
り
、
年
間
1 

0
0
0
人
を
超
え
る
受

講
者
が
い
ま
す
。ま
た
、小
・
中
学
校
や
事
業
所
等

で
の
一
般
講
習
で
も
、
年
間
1 

2
0
0
人
が
使
用

方
法
を
含
む
救
急
講
習
を
受
け
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
個
所
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
検
索
で
き
な
い
か
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索
す
る
と
、設
置

場
所
が
地
図
上
に
示
さ
れ
ま
す
。

平
成
28
年
度
、学
校
給
食
を
無
償
化
す
る

自
治
体
が
61
市
町
村
に
達
し
て
い
る
。学
校

給
食
の
無
償
化
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

学
校
給
食
法
お
よ
び
食
育
基
本
法
の
趣
旨

を
踏
ま
え
て
、食
育
へ
の
取
り
組
み
、そ
の

役
割
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、少

子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
を
推
進
す
る
方
策
の
一

つ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

経
済
的
に
困
窮
す
る
家
庭
の
た
め
に
、学
校

給
食
を
無
償
化
で
き
な
い
か
。

国
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、現
在
の

就
学
援
助
制
度
の
周
知
徹
底
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

城
山
公
園
は
、県
内
有
数
の
桜
の
名
所
で

あ
る
が
、噴
水
広
場
前
の
敷
設
タ
イ
ル
が
破

損
し
て
い
る
。桜
の
時
期
ま
で
に
修
繕
で
き
な
い
か
。

原
因
は
、樹
木
の
生
長
に
伴
う
根
上
り
で
す
。

凸
凹
を
解
消
す
る
に
は
、大
規
模
な
工
事
と

な
る
た
め
、現
在
、カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
し
、利
用

者
等
へ
の
安
全
対
策
と
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

,

,
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「
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」で

認
知
症
対
策
を
加
速

た しろ　 かず お

田代 一男議員

城
山
公
園
・
黒
部
川
・

野
田
地
区
周
辺
の
整
備
は

たか ぎ　ひろし

高木 寛議員
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樹木の生長に伴う根上りで破損した小見川城山公園敷設タイル
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大
型
バ
ス
の
団
体
客
が
昼
食
を
取
る
場
所

が
非
常
に
少
な
い
。大
型
バ
ス
対
応
の
飲
食

店
の
誘
致
を
考
え
て
は
。

飲
食
店
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
連
携
を
図

り
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、団
体
客
の
対
応
が
可
能
な
事
業
者
の
誘
致

等
も
視
野
に
入
れ
、利
便
性
向
上
に
努
め
ま
す
。

重
伝
建
地
区
の
古
い
町
並
み
の
景
観
形
成

に
資
す
る
で
あ
ろ
う
市
が
買
収
し
た
小
野

川
沿
い
の
上
川
岸
小
公
園
の
目
的
と
そ
の
内
容
は
。

目
的
は
、
①
町
並
み
の
連
続
性
の
回
復 

②

訪
れ
る
人
の
滞
留
機
会
と
回
遊
性
の
向
上 

③
賑
わ
い
の
創
出 

④
町
並
み
エ
リ
ア
に
多
様
な
事

業
者
の
参
画
を
促
す
こ
と
ー
の
４
点
で
す
。公
園

内
の
建
物
は
伝
統
的
な
建
造
物
の
建
築
様
式
に

倣
っ
た
建
物
と
し
、さ
ま
ざ
ま
な
交
流
活
動
お
よ

び
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
が
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
ま
す
。ま
た
、小
規
模
事
業
者
の
参
入
・
利
用
を

想
定
し
、低
廉
な
使
用
料
で
出
店
が
可
能
と
な
る

よ
う
、常
設
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
ブ
ー
ス

を
設
け
る
な
ど
、歴
史
的
な
味
わ
い
と
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
な
が
ら
、多
目
的
な
活
動
や
活
用
が
可

能
な
施
設
と
し
て
、整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

と
大
型
観
光
バ
ス
の
団
体
客
の
昼
食
場
所
が
整
っ

て
い
な
い
こ
と
が
大
き
な
原
因
。市
は
、観
光
客
の

増
加
実
現
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

関
係
団
体
と
の
連
携
・
協
力
で
事
業
を
推

進
し
、滞
在
時
間
の
延
長
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。駐
車
場
も
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
の
た

め
、増
加
す
る
観
光
客
の
利
便
性
向
上
の
観
点
か

ら
も
新
た
な
駐
車
場
の
確
保
に
向
け
、調
査
・
検
討

し
て
い
ま
す
。

観
光
業
者
が
予
約
で
き
る
大
型
バ
ス
駐
車

場
が
必
要
だ
が
、現
状
の
大
型
バ
ス
駐
車

場
を
予
約
可
能
に
で
き
な
い
の
か
。

各
駐
車
場
に
人
員
の
配
置
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、今
後
、検
討
し
て
い
き
ま
す
。

観
光
客
の
駐
車
場
と
し
て
、旧
佐
原
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
活
用
し
な
い
の
か
。

庁
内
で
組
織
し
て
い
る
公
有
財
産
等
の
活

用
検
討
委
員
会
で
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

栗
源
地
区
小
学
校
統
合
の
際
、廃
校
と

な
っ
た
学
校
の
歴
史
的
資
料
は
ど
の
よ
う

な
措
置
を
し
、現
在
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

重
要
な
歴
史
的
資
料
等
は
栗
源
小
学
校
に

移
管
し
て
い
ま
す
。旧
沢
小
学
校
に
は
、郷

土
資
料
室
が
あ
り
、民
具
な
ど
を
保
管
し
て
い
ま

す
。旧
高
萩
小
学
校
は
、福
祉
施
設
と
な
っ
て
い
る

た
め
、学
校
関
係
の
資
料
は
栗
源
小
学
校
に
移
管

し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
、廃
校
と
な
る
５
小
学
校

の
資
料
等
を
確
認
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

あ
る
と
す
れ
ば
、調
査
の
方
法
は
。ま
た
、ど
の
よ

う
な
人
物
が
調
査
分
類
す
る
の
か
。

資
料
の
台
帳
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。廃
校
と
な
る
前
に
各
学
校
へ
当
該
小

学
校
職
員
、山
田
郷
土
史
研
究
会
、教
育
委
員
会
職

員
、市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
等
が
出
向
き
、資

料
調
査
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

分
類
整
理
し
た
資
料
は
、ど
の
よ
う
に
保

管
、整
理
す
る
の
か
。ま
た
、展
示
施
設
開

設
の
検
討
は
。

保
管
場
所
は
、山
田
地
区
内
で
最
も
適
し

た
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。歴
史
的
価
値
が
高
い
も
の
は
、山
田
支
所
お
よ

び
山
田
公
民
館
に
展
示
し
、山
田
地
区
の
学
校
の

あ
ゆ
み
が
展
示
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
末
ま
で
に
、調
査
分
類
整
理

し
、一
覧
表
を
作
成
完
了
で
き
る
か
。

平
成
30
年
度
中
に
台
帳
を
作
成
し
ま
す
。

通
学
路
、通
学
方
法
に
つ
い
て
、ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。通

学
時
の
安
全
確
保
と
通
学
時
間
等
の

激
変
緩
和
を
考
慮
し
、通
学
距
離
が
２
㎞
、

通
学
時
間
が
徒
歩
で
お
お
む
ね
30
分
以
上
の
児

童
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
で
き
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

山
田
児
童
ク
ラ
ブ
へ
バ
ス
は
運
行
す
る

の
か
。

児
童
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、可

能
で
あ
れ
ば
車
両
に
よ
る
送
迎
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
田
小
学
校
と
中
学
校
の
行
事
が
重
な
っ

た
と
き
、保
護
者
の
駐
車
場
は
。

日
程
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
調
整
し
て
い

き
ま
す
。駐
車
場
は
、山
田
支
所
お
よ
び
山

田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
考
え
て
い
ま
す
。

廃
校
後
の
跡
地
の
活
用
方
法
は
。所
管
は

ど
こ
か
。

活
用
方
法
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
は
、教

育
委
員
会
が
所
管
し
ま
す
。決
定
し
た
場

合
は
、教
育
財
産
の
用
途
を
廃
止
し
、普
通
財
産
と

し
て
財
政
課
に
移
管
し
て
利
活
用
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
立
ち
直
り
、観
光
客

数
は
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
が
、滞
在
時
間

が
短
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、駐
車
場
不
足

Q

Q Q

Q QA AAQAQQ QAA A

AQQQ AAAA

AQ

ココがききたいQ&A一般質問

山
田
地
区
５
小
学
校
の

統
廃
合
に
つ
い
て

たか ぎ　てん ろく

高木 典六議員
く　ぼ　き　そう いち

久保木 宗一議員

観
光
客
の
駐
車
場
整
備
と

大
型
飲
食
店
の
誘
致
を

「証城寺の狸囃子」で有名な野口雨情の額（山倉小学校所蔵）整備が進む小野川沿いの上川岸小公園
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20
頭
、タ
ヌ
キ
５
頭
、鳥
類
は
カ
ラ
ス
、ム
ク
ド
リ
、

カ
ワ
ウ
、そ
の
他
鳥
類
3 

0
0
0
羽
で
す
。捕
獲
実

績
は
、イ
ノ
シ
シ
44
頭
、ハ
ク
ビ
シ
ン
39
頭
、ム
ク
ド

リ
26
羽
、カ
ワ
ウ
1
1
5
羽
、カ
ラ
ス
4
6
6
羽
で

す
。

猟
友
会
の
高
齢
化
に
よ
り
、捕
獲
活
動
が

困
難
に
な
る
事
が
予
想
さ
れ
る
が
、市
と

し
て
の
対
策
・
対
応
は
。

猟
友
会
の
高
齢
化
、後
継
者
不
足
は
全
国

的
に
問
題
で
、市
で
も
深
刻
な
問
題
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、平
成
28
年
度
か

ら
狩
猟
免
許
取
得
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
を
設
け
、猟
友
会
員
の
増
加
、後
継
者
の

育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。平
成
28
年
度
実
績
は
２

人
で
す
が
、更
に
多
く
の
人
に
活
動
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
が
猟
友
会
に
出
し
て
い
る
補
助
金
は
、近

隣
市
町
と
比
べ
る
と
少
額
と
聞
い
て
い
る
。

近
隣
市
町
に
合
わ
せ
る
考
え
は
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
委
託
料
は
、毎
年
金

額
を
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

近
隣
市
町
の
状
況
、実
質
的
経
費
を
踏
ま
え
て
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
き
な
い
団
体
、パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
て
い
ま
す
。

わ
な
に
タ
ヌ
キ
が
か
か
っ
た
場
合
の
対
応

は
。

駆
除
す
る
場
合
や
保
護
す
る
場
合
な
ど
状

況
に
よ
り
対
応
が
異
な
り
ま
す
の
で
、環
境

安
全
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
の
有
害
鳥
獣
の
種
類
は
。ま
た
、地
区
の

特
徴
は
。

鳥
類
は
、カ
ラ
ス
、ム
ク
ド
リ
、カ
ワ
ウ
な
ど
、

獣
類
は
イ
ノ
シ
シ
、ハ
ク
ビ
シ
ン
、タ
ヌ
キ
、

ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
が
対
象
鳥
獣
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
街
地
を
含
む
市
内
全
域
で
カ
ラ
ス
、ム
ク
ド
リ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
、タ
ヌ
キ
が
、河
川
付
近
で
は
カ
ワ
ウ

が
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、近
年
急
速
に
増
え
て
い
る

イ
ノ
シ
シ
は
、東
大
戸
地
区
の
他
、大
倉
地
区
で
確

認
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

市
の
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
計
画
は
。ま
た
、捕

獲
実
績
数
は
。

平
成
28
年
度
の
捕
獲
計
画
は
、イ
ノ
シ
シ
10

頭
、ハ
ク
ビ
シ
ン
1
8
0
頭
、ア
ラ
イ
グ
マ

優
遇
措
置
の
条
例
制
定
や
無
償
で
提
供
す

る
土
地
を
１
億
３
千
万
円
で
買
入
れ
る
等
、

市
の
誘
致
体
制
は
整
っ
た
が
、ホ
テ
ル
の
建
設
計
画

が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

事
業
者
に
よ
る
と
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に

向
け
た
建
設
需
要
の
高
ま
り
に
よ
り
、実

施
設
計
や
建
設
業
者
の
選
定
が
遅
れ
て
い
る
た
め

と
の
こ
と
で
す
。

既
存
宿
泊
施
設
の
稼
働
率
調
査
の
結
果
は
。

16
事
業
者
に
調
査
を
お
願
い
し
、14
事
業

者
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。稼
働
率

は
、ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
62
％
、旅
館
10
％
で
し
た
。

　
　
　

旧
清
見
屋
跡
地
を
活
用
す
る
複
合
施
設
に

入
る
機
能
は
。

観
光
情
報
発
信
施
設
、子
育
て
支
援
施
設
、

図
書
館
、公
民
館
に
値
す
る
施
設
、福
祉
関

連
施
設
、市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
す
。

施
設
の
建
築
面
積
、延
床
面
積
、階
数
、概

算
事
業
費
は
。

建
築
面
積
は
１
8
5
3
㎡
、延
床
面
積
は

6 

4
0
0
㎡
、
階
数
は
４
階
建
て
で
、
概

算
事
業
費
は
約
39
億
円
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
場
所
の
真
上
の
２
階
に

あ
る
図
書
館
の
静
粛
性
を
ど
う
確
保
す

る
の
か
。吹

き
抜
け
と
な
っ
て
い
る
２
階
部
分
は
、強

化
ガ
ラ
ス
な
ど
を
巡
ら
せ
て
、遮
音
性
を
高

め
て
い
き
ま
す
。ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
の
音
響
機
器
の

使
用
を
控
え
る
等
の
施
設
運
用
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
の（
仮
称
）交
流
館
建
設

費
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
費
、公
園
全
体

の
総
事
業
費
お
よ
び
関
連
道
路
の
整
備
費
は
。

（
仮
称
）交
流
館
建
設
費
は
、外
構
等
を
含

め
約
８
億
4 

0
0
0
万
円
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
整
備
費
は
、第
１
工
区
全
体
と
な
り
ま
す
が
、

用
地
取
得
費
を
含
め
て
約
６
億
3 

0
0
0
万
円
、

公
園
全
体
の
総
事
業
費
は
約
25
億
円
、市
道
Ｉ
ー

51

号
線
の
整
備
費
は
、約
５
億
5 

4
0
0
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

市
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
登
録
者
数
お

よ
び
平
成
28
年
度
か
ら
の
増
減
は
。

平
成
28
年
度
末
現
在
で
2
2
9
人
、会
員

数
は
横
ば
い
と
の
こ
と
で
す
。

市
は
、有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
協
力
し
て
い
る

猟
友
会
を
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
、ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
、有
害
鳥
獣
駆

除
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の

,

,
,

,
,

,

QQ

QQ

A Q QAAQ QQA Q AA

AAQA QA

AAQAA Q

ココがききたいQ&A一般質問

宿
泊
施
設
・
複
合
公
共
施
設
・

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
に
つ
い
て

すず き　 せい じ

鈴木 聖二議員

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

く　ぼ　き　 せい じ

久保木 清司議員

旧清見屋跡地を活用する複合公共施設に設置される1階の「（仮称）佐原通り」
内観イメージ図

市の有害鳥獣駆除を担う猟友会メンバー

市
内
宿
泊
事
業
者
が
事
業
を
続
け
る
た
め
に
、

市
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い
る
か
。

①
協
議
会
を
設
立
し
統
一
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
て
Ｐ
Ｒ
効
果
を
高
め
る  

②
観
光
協

会
や
各
種
団
体
等
と
の
連
携
で
宿
泊
プ
ラ
ン
の
充
実

を
図
る 

③
環
境
整
備
へ
支
援
を
充
実
す
る 

④
宿
泊

観
光
へ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
充
実
ー
を
考
え
て
い
ま

す
。
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携
帯
電
話
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
利
用
の
い

じ
め
や
仲
間
外
れ
は
。

書
き
込
み
サ
イ
ト
や
無
料
通
話
ア
プ
リ
へ

悪
口
を
書
き
込
み
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
通
信
ゲ
ー
ム
の

グ
ル
ー
プ
に
入
れ
な
い
等
の
い
じ
め
を
認
知
し
て

い
ま
す
。学
校
・
教
育
委
員
会
が
連
携
し
対
応
し
ま

し
た
。

い
じ
め
通
報
ア
プ
リ
を
市
予
算
で
配
布
す

る
自
治
体
も
あ
る
。市
の

今
後
の
展
開
は
。

導
入
し
た
自
治
体
や
、

平
成
29
年
11
月
に
開
設
し

た
市
い
じ
め
メ
ー
ル
相
談
の
状
況

を
踏
ま
え
、必
要
に
応
じ
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

携
帯
電
話
の
利
用
に
お
け

る
保
護
者
管
理
の
姿
勢
、

家
庭
で
の
ル
ー
ル
、フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
活
用
は
。

中
学
校
の
新
入
生
保
護
者

説
明
会
等
で
、保
護
者
と

平
成
29
年
度
に
小
・
中
学
校
か
ら
報
告
さ

れ
た
い
じ
め
の
詳
細
な
ら
び
に
対
応
・
解
決

と
判
断
す
る
ス
テ
ッ
プ
や
プ
ロ
セ
ス
は
。

平
成
29
年
11
月
末
日
ま
で
の
認
知
件
数
は

７
件
で
、内
容
は「
ひ
や
か
し
や
か
ら
か
い
、

悪
口
を
言
わ
れ
る
」、発
見
は「
保
護
者
か
ら
の
訴

え
」が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。認
知
後
、事
実
関

係
を
確
認
し
、い
じ
め
を
行
っ
た
児
童
・
生
徒
へ
の

指
導
後
、い
じ
め
を
受
け
た
児
童
・
生
徒
へ
謝
罪
を

行
う
と
と
も
に
、双
方
の
保
護
者
に
丁
寧
に
説
明

し
、今
後
の
協
力
を
依
頼
し
ま
す
。そ
の
後
、児
童
・

生
徒
の
心
の
ケ
ア
に
努
め
る
と
と
も
に「
い
じ
め
が

止
ん
で
い
る
こ
と
」が
３
カ
月
以
上
続
き
、「
心
身

の
苦
痛
を
感
じ
て
い
な
い
こ
と
」を
児
童
・
生
徒
お

よ
び
保
護
者
に
確
認
し
、解
決
と
判
断
し
て
い
ま

す
。

陰
湿
な
い
じ
め
や
金
銭
、物
品
恐
喝
の
報

告
は
。

平
成
29
年
度
中
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
が
十
分
に
話
し
合
っ
て
、家
庭
の
ル
ー
ル
を

決
め
る
こ
と
や
購
入
時
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設

定
す
る
こ
と
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

携
帯
電
話
利
用
で
の
睡
眠
不
足
、視
力
低

下
、身
体
へ
の
影
響
懸
念
は
。ま
た
、自
己
被

害（
炎
上
、個
人
情
報
、過
去
写
真
）の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
伺
う
。

各
学
校
で
は
、長
時
間
利
用
の
弊
害
の
注

意
喚
起
や
睡
眠
不
足
等
が
出
て
い
る
生
徒

に
は
個
別
に
指
導
し
、生
活
習
慣
の
改
善
を
図
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、情
報
が
拡
散
さ
れ
て
し
ま
う
な
ど

の
被
害
が
生
じ
る
危
険
に
つ
い
て
注
意
喚
起
を
し

て
い
ま
す
が
、情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
一
層
推
進
し
、

被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
串
良
町
柳
谷
地
区（
通

称「
や
ね
だ
ん
」）は
、人
口
3
0
0
人
の
集

落
だ
が
行
政
に
頼
ら
な
い「
ま
ち
お
こ
し
」で
、人
口

減
少
を
食
い
止
め
、ふ
る
さ
と
創
生
に
成
功
し
た
。

自
主
財
源
を
持
つ
こ
と
が
、地
域
創
生
の
重
要
課

題
と
考
え
る
が
。

住
民
自
治
協
議
会
の
認
知
度
は
高
ま
っ
て

い
ま
す
が
、活
動
へ
の
参
加
者
は
一
部
に
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、さ
ら
な
る
住
民
同
士
の
一
体
化

の
醸
成
や
住
民
総
参
加
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

こ
の
横
の
つ
な
が
り
が
財
源
確
保
に
つ
な
が
る
組

織
へ
の
発
展
の
礎
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
や
ね
だ
ん
」で
は
、負
の
遺
産
を
資
源
に
変

え
、地
域
の
財
源
を
確
保
し
た
。少
子
高
齢

化
、不
耕
作
地
、空
き
家
対
策
の
糸
口
に
な
る
の
で

は
。

地
域
課
題
の
解
決
に
は
、よ
い
先
進
事
例
と

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
文

化
と
子
ど
も
」で
あ
る
。住
民
自
治
活
動
の

中
に
取
り
入
れ
る
方
策
を
。

地
域
の
伝
統
文
化
を
継
承
し
て
い
く
こ
と

が
地
域
の
誇
り
と
な
り
、愛
郷
心
に
繋
が

り
ま
す
。小
学
校
行
事
の
活
性
化
を
支
援
す
る
取

り
組
み
が
数
多
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
創
生
は
一
朝
一
夕
で
は
で
き
な
い
。強

い
信
念
と
情
熱
を
持
っ
た
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
の
施
策
を
。

若
者
や
子
育
て
世
代
な
ど
が
市
に
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
、市

民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
の
も
と
、地

方
創
生
を
担
う
人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

埋
め
立
て
行
為
に
規
制
の
強
化
を
。古
内

地
区
の
埋
め
立
て
の
規
制
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。産

業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
確
認
さ
れ
、

県
が
事
業
者
に
対
し
廃
棄
物
の
撤
去
を
指

導
し
ま
し
た
が
、撤
去
終
了
と
認
め
ら
れ
な
い
ま

ま
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。現
在
、県
と
連
携
し
て
、

土
砂
の
搬
入
禁
止
や
法
面
の
是
正
計
画
書
の
提
出

を
求
め
る
と
と
も
に
、巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

長
期
に
わ
た
る
不
法
投
棄
を
中
止
さ
せ

る
に
は
、強
制
的
な
ダ
ン
プ
の
立
ち
入
り

禁
止
が
必
要
。

許
可
権
者
で
あ
る
県
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、事
業
者
に
対
し
て
は
一
刻
も
早
く
是
正

し
、事
業
を
終
了
す
る
よ
う
に
強
く
指
導
し
て
い
き

ま
す
。

行政に頼らないまちおこしに取り組む「やねだん」（鹿屋市柳谷地区）

市
教
育
委
員
会
で
は
、学
校
生
活
の
悩
み
を
相
談
で
き
る

「
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
」を
開
設
し
て
い
る

Q

QQ

Q Q QQA A AA

QQ AAAAQAA

QQ AA

ココがききたいQ&A一般質問

自
主
財
源
で
改
革
し
た

奇
跡
の「
や
ね
だ
ん
」に
学
ぶ

お　の 　かつまさ

小野 勝正議員

い
じ
め
問
題
と

携
帯
電
話
に
つ
い
て

い  とう  とものり

伊藤 友則議員
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　平成29年11月、栃木県佐野市、栃木市、真岡市の行政視
察を行いました。
　佐野市議会では、タブレット端末導入後のメリットや議
員への操作対応をはじめ、今後の課題としてＷｉ－Ｆｉ環境
の整備拡大や契約通信量超過後の対応等、議会のICT化
の参考となる説明を受けました。
　栃木市では、閉店後の百貨店を活用した市庁舎の整備
について、設備の利用方法や効率的なメンテナンス等の説
明を受け、既存施設の有効利用事例を視察しました。
　真岡市では、活力ある地域づくり事業に対しての補助金
の効果について説明を受け、市が取り組むべき市民協働活
動の参考となりました。

　平成29年11月、鹿児島県鹿児島市観光農業公園「グリー
ンファーム」と鹿屋市柳谷地区（通称「やねだん」）の行政視
察を行いました。
　「グリーンファーム」は、鹿児島市が地域の雇用創出と地
域振興のため設置しました。園内には、宿泊施設やさまざま
な体験施設があり、現在、指定管理者の導入を検討してい
るとのことでした。
　「やねだん」は、120世帯300人が生活する地域で、地区の
自治公民館長豊重哲郎さんをリーダーに、自主財源を創出
し、「行政に頼らないまちおこし」に取り組んでいます。市民
協働を推進していく上で、強いリーダーシップを持ったリー
ダーの育成の重要性を感じました。

　現在、市は、再生土埋め立て処分場が県
下で一番多い状況となっています。
　処分場への積載オーバーダンプの無秩
序な搬入が行われると、生活道路の破損や
隣接地への倒木、冠水被害、フッ素の検出
等により井戸水が飲料水として使用できな
い等の発生が危惧されています。
　住民が健康で、安全かつ快適な生活を
確立するため、市に意見書を提出しました。

　平成29年10月24日、千葉県北総地区市議会正副議長会
主催の議員研修会が成田市内で開催されました。研修会で
は、政治ジャーナリストの角谷浩一氏による「政局の行方」を
テーマとした講演が行われ、先般行われた衆議院議員選挙
の結果を踏まえた今後の政局について、また、選挙権が18歳
へ引き下げられてから初めてとなる衆議員選挙であったた
め、若者の政治志向などの解説があり、今後の議員活動の参
考となる研修となりました。

　平成29年10月、富山県南砺市地域包括ケアセンターと富
山市の富山型デイサービス施設「このゆびと～まれ」の行政
視察を行いました。
　南砺市地域包括ケアセンターは、南砺市が目指す「共助・
公助・自助」の連携と構築が推進されることを期待し開設
された施設で、市においても地域包括ケアシステムの拠点
づくりの参考となりました。
　「このゆびと～まれ」は、サービスの対象者を基本的には
「誰でも」受け入れるデイサービスを運営してるＮＰＯ法人
です。「サービスを提供している以上、全ての人に心地よく、
この場でマイナス感情は持って帰ってほしくない」という理
念で、利用者の立場にたった思いを強く感じました。

市議会議員 の活動レポート

12月定例会において、発議案第１
号「香取市土地の埋立て等による
土壌の汚染及び災害の発生の防止
に関する条例の制定を求める意見
書」を可決

総務企画常任委員会 行政視察

生活経済建設常任委員会 行政視察

福祉教育常任委員会 行政視察
かくたに こういち

とよしげ てつろう

も  おか  し

な んと  し

　市議会では、全国の自治体議会からの行政視察を積極的に受け
入れています。個性あふれる地域力を生かしたまちづくりや特色あ
る施策等の紹介をはじめ、市内宿泊施設や商店等を利用いただき、
全国へ市の魅力を発信する活動を行っています。

「意見書」を提出

◀「やねだん」では視察受け入れ時に撮影した写真販売の収入も地域の
自主財源の一部となっています。本委員もそれぞれ購入しました。

▲地域づくり事業の補助金について説明を受ける委員（真岡市）

▲政治ジャーナリスト角谷浩一氏の講演会

▲民家を改修した建物でサービスを提供している「このゆびと～まれ」（富山市）

▲防災ステーション（川の駅）の行政視察のため来訪した
埼玉県吉川市議会議員の皆さん

－行政視察の受け入れを行っています－
香取市の情報を全国へ発信

議員研修会へ参加しました

22日
4日
11日
19日
25日
23日
27日
8日
16日
11日

4月
7月
7月
7月
7月
8月
10月
11月
11月
1月

H29

H30

北海道福島町議会
秋田県能代市議会
新潟県胎内市議会
愛媛県西予市議会
大分県杵築市議会
山武市議会
埼玉県吉川市議会
京都府綾部市議会
福島県喜多方市議会
広島県呉市議会

伊能忠敬北海道測量記念碑建設に係る調査・視察
クラインガルテン栗源について/歴史的町並みを活用した観光について
防災ステーション（川の駅）について
重要伝統的建造物群保存の取り組みと観光振興について
重要伝統的建造物群保存の取り組みと観光振興について
小・中学校統廃合の状況について
防災ステーション（川の駅）について
太陽光発電事業について
友好都市表敬訪問
伊能忠敬翁没後200年記念事業の手法について

平成29年度
行政視察
受け入れ状況
（平成30年2月1日現在）

●視察日 ●議会名（委員会・会派） ●視察内容
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